
氏 名

学 位 の 種 類

学 位 記 番 号

学位授与の日付

学位授与の要件

研 究 科 ･専 攻

学位論文題 目

田 中 浄
た なか きよし

農 学 博 士

農 博 第 319号

昭 和 55年 3 月 24 日

学 位 規 則 第 5 粂 第 1 項 該 当

農 学 研 究 科 農 芸 化 学 専 攻

StudiesonPhotosystemlinChloroplast
(葉緑体光化学系 Ⅰに関する研究)

(主 査)
論文調査 委員 教 授 葛西喜三郎 教 授 森 田 雄 平 教 授 千 田 貢

論 文 内 容 の 要 旨

本論文は光合成の電子伝達鎖のうち,光化学系 -Ⅰの機構を解明する目的で,チ トクロム′の諸性質を

明らかにするとともに,その役割について考察を加えたものである｡

まず大根葉葉緑体ラメラから単量体として可溶化し,ディスク電気泳動的,超遠心的に均一なチ トクロ

ムfを取 り出すことに初めて成功した｡この試料を用いて,チ トクロムfの分子量は33,000で,-ムCを

1分子含んでいることを明らかにし,またアミノ酸組成や物理化学的諸性質についても詳細に検討してい

る｡特に興味深く重要と思われるのは,酸化型のチ トクロム了が自動還元性をもち,これが分子内のシス

テイン残基の SH基から-ムへ電子が供与されて生ずることを証明している点である｡

さらに,著者が明らかにしたチ トクロムfの分子量をもとにして,光化学系 -Ⅰについて新たな検討を

加え,プラス トシアニン,チ トクロム了,および Pァ00問の反応性をそれぞれ精製 した標晶を用い, ス ト

ップドフロー法, せん光法で検討し,チ トクロム′ほプラス トシアニンをまず還元し,ついで P700に電

子がわたされることを実証した｡

次に,光化学系 -Ⅰ亜粒子を用い,プラス トシアニン,P700間の電子伝達速度がポリリジンで速 くなる

ことを発見し,これを端緒としてプラス トシアニン,P700問の反応笹塩基性のタンパク質が関与している

可能性を明らかにした｡

一方,光化学系 -Ⅰの還元側では酸素分子が1電子還元されて,スーパーオキシドラジカル(02~)が生

成するが,これがフェ1)チ トクロムfを還元すること,さらにスーパーオキシドジスムターゼが02ーを酸

化剤としてチ トクロムfを酸化することを兄い出した｡これらは光化学系 -Ⅰの還元側で生じた021が酸

化側の成分であるチ トクロムfと相互作用することを示し,02~を中間体とする循環的な電子伝達を示唆

している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

光合成の電子伝達鎖のうち,光化学系-Ⅰは葉緑体での炭酸固定のための光還元力,すなわち NADPH2
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を生成する重要な反応系である｡

本論文の著者は,光化学系-Ⅰの電子伝達機構を明らかにする目的で,重要性が示唆されていながら,

分子的性質の不明確であったチ トクロム了を取 りあげ,まず,大根菓葉緑体ラメラから純粋な単量体とし

て取り出すことに,初めて成功した｡この試料について,分子量やアミノ酸組成などの物理化学的諸性質

を明確にしたが,この数値は今後のチ トクロム了に関する基礎資料として広く活用されうるものである｡

次に,酸化型チトクロム′が自動還元性を有することを兄い出し, これが分子内の システイン残基の

SH基から-ムへ電子が移動して生ずることを証明した点は,チ トクロム′の働きを考察する上で極めて

興味深い｡

さらに,光化学系-Ⅰの酸化側での電子はチトクロム′,プラストシアニン,P700の順で流れることを,

三者間の反応速度から実証し,さらに,プラストシアニン,P700問にある種のタンパク質が介在している

ことを指摘した｡

以上のように本論文は光化学系-Ⅰに閲しチトクロム′を中心に新知見を加えるとともに,今後の光合

成研究の発展に大きく寄与するもので,植物生理学,植物生化学の進歩に貢献するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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